
























































































































































































































































































































































さはわ/二なかL-/                      TJl二1/､
17　佐婆の海中にして忽ちに逆風に遭ひ､蔵へる浪に漂流す｡経宿て後に､幸に順風を得､















































ジが行われましたけれども､ 2､ 3､ 4､ 5については家持による編纂の手が加わってはいるけ
れども､まったくの絵空事ではなく､現実を踏まえて詠まれた歌を家持がアレンジしたのだ､と

























































































































かJ/                     .7^ // I.
来る客ら､参り近づきぬと､摂津国の守ら､聞き著けて､水脈も教え導き賜えと宣ぶる随
に､迎え賜わくと宣ぶ､と｡客ら再拝両段､謝言し､言乞らば客を引きて泊に還れ｡
まず概略を見ておきます｡全体は､大きく二つの部分に分かれます｡前半の①-⑥の部分が外
国の使者に｢神酒｣を給うことに関する部分､後半の⑦-⑨の部分が､外国の使者がやって来た
際の出迎えの儀式に関する部分です｡
次に､この規定の対象ですが､まず前半の①-⑥の部分では､ ①に｢凡そ新羅の客入朝せば､
神酒を給え｣とあり､ ｢神酒｣の支給対象を｢新羅の客｣と明記しています｡これに関して､ 『円
本書紀』鮮明4年(632) 10月甲寅(4日)条に､唐便高表仁に対して難波館において｢神酒｣
を給わったという記事があることから､静明天皇のころには諸蕃便を対象としていましたが､そ
の後対象としては新羅便のみが残ったと考えられています(飯田武郷『日本書紀通釈』)｡
これに対して､後半では⑦に｢蕃客､海路より来朝せば､掛章国､迎船を遣れ｣とあって｢蕃
客｣を対象にしています｡また⑨でも､客が参上してきたのは｢番の干｣の意向によるとしてい
て､蕃の王の使者を対象としていることが確かめられます｡ 『延喜式』においては､ ｢蕃｣とは
唐･新羅･潮海をさしますので､後半は､唐便･新羅便･潮海便を対象としていると考えられま
す｡
これと関連して､ ⑧ ｢王子来朝のときは､一一一の国司を遣わし､余は郡司を便となせ｡ただし大
唐の使者は迎船数あり｣が注意されます｡これは⑦を受けて､蕃客の迎え方をさらに細かく注記
している部分です｡ここに見える王子の来朝といえば､天平勝宝4年(752)の新羅王子金泰廉
の一行のことが思い出されます｡ ⑧もそのことが念頭に置かれているとは思いますが､特に新羅
使と限定しているわけでもありません｡唐･新羅･潮海のいずれからであれ､王子が来朝する可
能性はあるわけで､それを想定した規定だとみるべきでしょ
う｡また､唐便が来れば､迎船の数が増やされたわけです｡
もちろん唐の王子が来れば､迎船の数が多くなった上に､使
唐便 佗ﾙ?誡?}船数 
唐王子 俛??増加 
その他 佛8謦?揄ﾁ 
者には摂津国司が加わったわけです｡
つぎに､新羅使を対象とする前半の①～⑥を取り上げたいと思います｡まず②によると､そこ
にあがっている各社から出す｢神酒｣の材料の稲は､住道社と生田杜に集められます｡ ③そこで
神都によって｢神酒｣が醸られ､中臣が｢神酒｣を給う使者とされ､ ④生田社で作られた｢神酒｣
は敏売崎で､住道社で作られた｢神酒｣は難波館で支給することとされています｡ ｢敏売｣には
トヒメとふりがながありますが､ 『万葉集』には｢敏馬の浦｣を詠んだ歌が多く収められており､
それらはミヌメと読まれています｡ ｢敏売｣と｢敏馬｣とは同じところと考えられますので､そ
れに従いたいと思います｡
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敏売崎と難波館で｢神酒｣を給わるのですから､新羅傍は日本の中央部まで来ることを認めら
れていることになります｡しかし､新羅使の中には､筑紫から返されてしまうものも結構たくさ
んいました｡中央まで来させないのです｡そういう使者に対しては⑤⑥の規定がありました｡
これには⑤ ｢もし筑紫より還る者､酒肴を給うべくは､便に便人に付けよ｣とあって､便人に
酒肴を筑紫まで持っていかせることになっています｡ところがこれには､ ⑥ ｢責められて還る者
には給わざれ｣という注記がついていることが注意されます｡これは､何らかの理由で追放され
る新羅傍には酒肴は与えない､という意味です｡
これによると､筑紫から還る使者は二つに分けられています｡筑紫で受け入れられたが､しか
しそこから先に進むことを認められない使者と､問答無用で追い返される使者です｡このうち前
者については酒肴が支給されるわけです｡そこで､私は､新羅使は事実としては筑紫に着いてい
るのに､このように区別されることがとても気になりました｡
後者に対する規定の部分をよく読むと､ ｢酒肴を給うべくは､便に使人に付けよ｡その肴は惣
べて隠岐の-｣と書いてあって､ ｢酒｣と｢肴｣が区別されていることが注意されます｡使者は
その両方を持っていくのですが､ ｢肴｣は｢隠岐の鰻六斤､螺六斤､膳四斤六両､海藻六斤､海
松六斤､海菜六斤｣です｡これに対して｢酒｣は､最初の①に｢神酒｣とあって､それ以下はす
べて｢酒｣だけで表現されていますので､この場合の｢酒｣は｢神酒｣だと思います｡それを
｢蓋三十人口｣で飲んだのでしょう｡
その｢神酒｣をわざわざ筑紫にまで持って
行って､そこで与えています｡彼らは､筑紫
から先に進むことを認められていない使者な
のですが､日本国としては受け入れた使者だ
新羅使の区分 假?h辷ｸｸ,ﾉtﾉk2?
入京する新羅使 ?ｲ?
筑紫までの新羅使 ?ｲ?
受け入れ拒否された新羅便 ??
と思われます｡そのような使者にはちゃんと｢神酒｣と｢肴｣を与えています｡しかし､ ⑥の
｢責められて還る者｣は､日本国が受け入れを拒否した､使者として受け入れない存在ですから､
もちろん｢酒肴｣を与えない､という関係になっていると思います｡
そこで私は､ここで一番大事なのは､日本国として受け入れた使者に対して､筑紫で｢神酒｣
が与えられているということだと思います｡つまり､ここで問題になっているのは､国家が使者
として受け入れているかどうかなのであって､受け入れた使者については､中央までやってくる
使者にも､筑紫止まりの使者にも｢神酒｣を与えているということになります｡
そうすると､ ｢神酒｣をどこで与えるかということは､本質的な重要性を持たないということ
になる思います｡敏売崎と難波館もしくは敏完と難波という場所で｢神酒｣を与えることが重要
なら､筑紫で｢神酒｣を給うということは行われないはずです｡ですから､場所はそれほど重要
なのではないのではないかと思います｡
では､なぜ｢神酒｣を与えるのかといいますと､すぐ考えられるのは慰労､すなわち旅の疲れ
を癒すということが考えられます｡しかし､単なる慰労だったら､中央からわざわざ筑紫まで使
者に持って行かせる必要はなく､その土地土地の地酒でよろしいのではないかと思うのです｡し
たがって､単なる慰労ではないでしょう｡慰労の意味も含まれていたかもしれませんが､それは
主たる理由ではないと考えられると思います｡
(54 )宝亀の唐使と遣唐使(栄原)
では､なにが理由かと言いますと､受け入れた新羅便に対して､筑紫まで｢神酒｣を運んで飲
ませていることと､敏売と難波の少なくとも2回｢神酒｣を繰り返し与えていることとがポイン
トであると思います｡
中野島行さんは､使者が九州から都に向かって進んでくる途中で､何回も各地の神社で｢神酒｣
を支給したと述べていらっしゃいます(中野高行『日本古代の外交制度史』岩田書店､ 2008年)｡
この考え方は魅力的だと思います｡新羅傍がやってくる時に､進むに従って何回も｢神酒｣を飲
ませることを通じて､外から持ち込まれる悪気をだんだん薄めていく､すなわち顧うことが意図
されていたのではないかと思います｡また､筑紫止まりであるにせよ､使者の受け入れを決めた
ら､悪気が国内に入るという問題は生じるので､どうしても筑紫で｢神酒｣を飲まさないといけ
ないということになるのではないかと思います｡
この｢神酒｣の稲を出す神社には､生田社とか長田社とか広田社など､神功皇后伝説に縁の深
い神社がその中に含まれております｡神功皇后伝説というのは､要するに三韓征伐の伝説ですの
で､それに関係のある神社の稲で作った｢神酒｣を飲ませることによって､新羅便によって外か
ら持ち込まれる悪気を破うことが可能だと考えられていたのではないかと思います｡
かつては外国便全体に対して｢神酒｣が与えられていたけれども､それが新羅使に限られるよ
うになったことにつきましては､この神功皇后伝説と｢神酒｣行事との結びつきに理由があると
する考え方があります｡私はそれに加えて､天平9年(737)の疫病の大流行も関係があると考
えています｡
天平8年2月に任命された遣新羅使一行は､同9年正月に平城京にもどってきましたが､この
一行が疫病の拡大に大きく関わったようです｡その結果､政権中枢部をはじめ多くの死者が出て､
藤原四子政権が崩壊し､かわって橘諸兄政権が誕生するという大変動が起きたことはよく知られ
ています｡この疫病の拡大は､新羅便ではなく遣新羅便によるものでしたが､その後､疫病は新
羅からもたらされたと考えられるようになり､特に新羅傍について｢神酒｣によって悪気を械う
ことが定着したのではないかと考えられます｡
5.むすび
以上が､今日お話しようと思っていた三つの点です｡最初に申しましたように､なぜ宝亀の時
だけ､唐の使者が日本に来たのか､唐傍はなぜ派遣されてきたのかということに関わって､お話
をさせていただきました｡まとまりの悪い話になってしまって､申し訳ありませんでした｡
では､これで終わります｡
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